
霧
島
地
区
の
大
窪
保
育
園
で
は
、

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
空
振
の
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
ま
し
た
。

同
園
で
は
、
危
機
管
理
研
修
で

学
ん
だ
耐
震
性
グ
ッ
ズ
を
平
成
19

年
か
ら
導
入
。
そ
の
一
つ
が
飛
散

防
止
フ
ィ
ル
ム
で
、
今
回
、
一
枚

の
ガ
ラ
ス
に
ひ
び
が
入
る
程
度
で

す
み
ま
し
た
。
同
園
園
長
の
上
村

由
紀
子
さ
ん
は
「
も
の
す
ご
い
音

が
し
ま
し
た
。
あ
の
時
間
、
７
人

の
子
ど
も
が
登
園
し
て
お
り
、
も

し
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
て

い
な
か
っ
た
ら
と
考
え
る
と
ゾ
ッ

と
し
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

が
大
切
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

想
像
を
超
え
る
噴
煙
の
量
と
爆

発
音
、
そ
し
て
突
然
起
こ
っ
た
空

振
、
新
燃
岳
の
噴
火
は
想
定
外
の

こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て

今
も
な
お
、
活
動
は
続
い
て
お
り
、

今
後
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら

す
の
か
予
測
が
つ
き
ま
せ
ん
。
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
万
が
一

に
備
え
た
準
備
と
心
構
え
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
も
う
一
つ
大
切
な

の
が
地
域
の
力
で
す
。

霧
島
桂か

つ
ら

内う
ち

地
区
自
治
公
民
館
で

は
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
今
回
の

噴
火
に
備
え
ま
す
。
同
地
区
館
長

の
松
元
繁
明
さ
ん
は
昨
年
、
災
害

に
備
え
て
自
主
防
災
組
織
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
11
月
に
は
防
災
訓

練
を
実
施
、
地
区
内
の
独
居
老
人

宅
を
把
握
し
避
難
時
の
対
応
に
も

備
え
て
い
ま
す
。松
元
さ
ん
は「
災

害
時
に
は
何
が
起
こ
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
地
区
内
に
は
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
も
多
く
、
迫
り
く
る

危
機
を
前
に
、
地
域
で
取
り
組
む

防
災
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
感

じ
て
い
ま
す
」
と
自
主
防
災
組
織

の
必
要
性
を
訴
え
ま
す
。

大
自
然
の
脅
威
を
前
に
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
災
害
へ
の
意
識
を
高

め
、
日
ご
ろ
か
ら
備
え
る
こ
と
で

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
一
人
一
人
が
で

き
る
こ
と
、
そ
し
て
地
域
と
連
携

し
て
で
き
る
こ
と
を
今
だ
か
ら
こ

そ
考
え
、
行
動
に
移
し
ま
し
ょ
う
。

※�

火
山
状
況
は
刻
々
と
変
わ
り
ま

す
。
市
で
は
、
Ｈ
Ｐ
で
災
害
状

況
を
随
時
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
報
道
機
関
か
ら
の

災
害
情
報
に
も
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◎
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い
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せ
先
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山
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島

総
合
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地
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振
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☎（
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）
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・
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園

総
合
支
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地
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振
興
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☎（
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）
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１
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◦�

観
光
情
報
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観
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☎（
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８
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◦�

市
ホ
ー
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ペ
ー
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姶
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伊
佐
地
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振
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霧島桂内地区自治公民館

館長��松元繁明さん

今だからこそ
できること

窓の被
害を見る

上村園
長
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霧島山の新燃岳、
189年ぶりに大噴火

今後さらに大きな爆発の可能性

号外 Kirishim
a C

ity Public Relations,Japan
2011.2.8

発
行

  号
 外

広
報
き
り
し
ま

◀

■
発

行
／

〒
899-4394 鹿

児
島

県
霧

島
市

国
分

中
央

三
丁

目
45-1　

ＴＥＬ
／

0995-45-5111㈹
 

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
／

U
RL http://w

w
w

.city-kirishim
a.jp　

■
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

／
 E-m

ail:info@
city-kirishim

a.jp
■

編
集

／
秘

書
広

聴
課

　
ＴＥＬ

／
0995-64-0955　

ＦＡＸ
／

0995-64-0934　
■

印
刷

／
㈲

国
分

新
生

社
印

刷



か
け
ま
し
た
。
立
入
規
制
区
域
の

拡
大
に
よ
る
入
山
禁
止
や
道
路
の

通
行
規
制
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

２
月
２
日
現
在
、
噴
火
警
戒
レ
ベ

ル
は
３
で
新
燃
岳
か
ら
半
径
４
㌔

以
内
に
あ
る
中
岳
、
御
鉢
、
大
浪

池
、
韓
国
岳
な
ど
へ
の
入
山
は
禁

止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
庁
と
霧
島
・
牧
園
両
総
合
支

所
で
は
緊
急
時
に
備
え
て
24
時
間

体
制
で
警
戒
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

霧
島
山
の
新
燃
岳
（
１
４
２

１
㍍
）
は
１
月
26
日
、
早

朝
か
ら
小
規
模
な
噴
火
が
続
き
、

午
後
３
時
30
分
、
灰か

い

白は
く

色
の
噴
煙

が
火
口
か
ら
１
５
０
０
㍍
上
空
ま

で
上
が
り
ま
し
た
。
気
象
庁
は
火

口
周
辺
警
報
を
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル

２
（
火
口
周
辺
規
制
）
か
ら
レ
ベ

ル
３
（
入
山
規
制
）
に
引
き
上
げ
、

こ
れ
を
受
け
て
半
径
２
㌔
以
内
を

立
ち
入
り
禁
止
に
し
ま
し
た
。

市
で
は
直
ち
に
情
報
連
絡
体
制

と
し
て
午
後
４
時
と
５
時
に
火
山

対
策
会
議
を
開
催
。
午
後
６
時
、

霧
島
市
災
害
警
戒
本
部
を
設
置
。

県
は
高
千
穂
河
原
へ
の
県
道
４
０

８
号
線
を
通
行
止
め
に
し
ま
し
た
。

噴
煙
は
新
燃
岳
の
南
東
方
向
に

流
れ
、
同
日
午
後
４
時
、
霧
島
地

区
の
高
千
穂
河
原
は
大
量
の
降
灰

し
た
。
火
口
か
ら
３
㌔
ほ
ど
離
れ

た
牧
園
地
区
新
湯
温
泉
手
前
の
林

に
は
、
直
径
約
50
㌢
の
噴
石
に

よ
っ
て
木
が
な
ぎ
倒
さ
れ
る
な
ど

の
被
害
が
で
て
い
ま
す
。

24
時
間
体
制
で
警
戒

市
で
は
牧
園
町
高
千
穂
地
区
と

霧
島
地
区
神
宮
台
の
住
民
ら
に
対

し
て
チ
ラ
シ
や
広
報
車
で
噴
火
に

対
す
る
注
意
や
自
主
避
難
を
呼
び

霧
島
山
の
新
燃
岳
、

１
８
９
年
ぶ
り
に
大
噴
火

今
後
さ
ら
に
大
き
な
爆
発
の
可
能
性

新燃岳噴火によるこれまでの経過

1月26日
（水）

7時31分 小規模な噴火が数回発生
15時30分 灰白色の噴煙が火口縁上1500㍍まで上がる
15時40分 新燃岳の隣の中岳への登山を規制

18時00分 噴火警戒レベル２（火口周辺規制）から３（入山規制）になった
のを受け、霧島市災害警戒本部を設置

18時10分 県道480号線と市道永池湯之野線の交差点～高千穂河原を通
行止め
県道104号線の新湯温泉～高千穂河原を通行止め
健康相談窓口を本庁、牧園・霧島両総合支所に設置

1月27日
（木）

7時30分 大浪池への登山者用に注意啓発チラシ配布
15時41分 1822年以来189年ぶりに爆発的噴火（１回目）が発生
17時00分 霧島地区神宮台に自主避難についてのチラシを全戸配布
18時05分 霧島総合支所に自主避難１人（28日帰宅）
18時10分 市道永池湯之野線の一部を通行止め
18時30分 霧島地区で降灰と硫黄臭確認

1月28日
（金）

午前中 霧島地区で大気調査を実施
12時47分 爆発的噴火（２回目）
17時00分 霧島地区住民へ火山活動や健康被害、自主避難などのチラシ配布

1月29日
（土）

午前中 牧園地区住民へ噴火情報を全戸配布
高千穂地区自治会長要援護者などへの自主避難対応依頼
大畠章宏国土交通大臣現地調査対応

16時00分 県道1号から新湯への分岐（丸尾側・えびの側）通行止め

1月30日
（日）

9時30分 松本龍環境大臣兼内閣府特命防災大臣現地調査対応
溶岩ドームが直径500㍍程度の大きさに成長

13時57分 爆発的噴火（3回目）

1月31日
（月）

1時35分 火口周辺警報を発表、立ち入り禁止区域を２㌔から３㌔に拡大

11時40分 立ち入り規制拡大により、大浪池への入山を規制。これにより
霧島山への入山ができなくなった

2月 1日
（火）

7時54分 新燃岳で発生した爆発的噴火（4回目）により、約50㌢の噴石が
新燃岳火口から３㌔を超えて飛散

8時00分 霧島保健福祉センターを一時避難場所として開設　避難者10人
（同日10時30分帰宅）
霧島地区神宮台にチラシと広報車で自主避難を呼びかけた

8時30分 牧園地区自治公民館長に自主避難と自主防災組織活動などに
ついて説明

8時45分 県道1号線のいわさきホテル前～県境を通行止め
11時20分 火口周辺警報を発表、立ち入り禁止区域を３㌔から４㌔に拡大
14時00分 高千穂地区を広報車により注意を呼びかけた

15時00分 大気汚染調査（二酸化硫黄、硫化水素、浮遊粒子状物質）同日、
2日とも異常なし

19時20分 霧島総合支所に自主避難　３世帯４人（２月２日に帰宅）
23時19分 爆発的噴火（５回目）

2月 2日
（水）

5時25分 爆発的噴火（６回目）

10時00分 関平鉱泉を霧島・牧園地区の避難所と高原町、小林市、都城市
に配布

10時00分 新燃岳火山活動に対する霧島小学校区内自治会長説明会
10時47分 爆発的噴火（７回目）
11時30分 鹿児島地方気象台が霧島管内の被災状況調査

高千穂１・２区自治会と旅館ホテルへ自主避難などのチラシ配布
15時53分 爆発的噴火（８回目）

に
よ
り
施
設
、
駐
車
場
を
閉
鎖
。

火
山
灰
が
約
６
㌢
降
り
積
も
り
ま

し
た
。
今
回
の
噴
火
は
１
８
２
２

年
以
来
１
８
９
年
ぶ
り
と
な
る
マ

グ
マ
噴
火
で
、
27
日
の
噴
煙
は
高

度
３
０
０
０
㍍
ま
で
達
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
北
側
の
一
部
を
除
く
火

口
周
辺
に
は
直
径
７
～
８
㌢
の
噴

石
も
飛
散
。

１
月
30
日
に
は
火
口
内
に
直
径

５
０
０
㍍
の
溶
岩
ド
ー
ム
が
形
成

さ
れ
ま
し
た
。
２
月
１
日
、
午
前

７
時
54
分
、
大
き
な
爆
発
音
と
と

も
に
噴
火
が
起
こ
り
、
空
振
で
霧

島
地
区
と
牧
園
地
区
の
教
育
施
設
、

公
共
施
設
、
民
家
、
観
光
施
設
な

ど
約
１
０
０
の
建
物
で
約
３
０
０

枚
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
り
、
玄

関
ド
ア
が
外
れ
た
り
入
院
患
者
が

軽
傷
を
負
う
な
ど
の
被
害
が
で
ま

❶牧園町新湯温泉付近から（１月26日）　❷上空から（1月28日）　❸高千穂河原ビジターセ
ンター駐車場（１月27日）　❹新燃岳噴火（１月26日）　❺爆発的噴火で市内約100か所で
被害（霧島総合支所玄関・２月１日）　❻189年ぶりの爆発的噴火（１月27日）

❶

❼

❽

❾

❷

❸

❻ ❺ ❹

❼
火
口
か
ら
３
キ
ロ
離
れ
た
木
が
噴
石
に
よ

り
な
ぎ
倒
さ
れ
た（
２
月
１
日
）　

❽
直
径

30
㌢
を
超
え
る
噴
石（
２
月
１
日
）　

❾
高

千
穂
河
原
の
降
灰（
１
月
27
日
）

専
門
家
に
聞
く
　

空
振
に
よ
る
被
害
が
出
た
２
月

１
日
の
爆
発
の
規
模
は
、
１
月
26

日
、
27
日
よ
り
も
小
さ
な
も
の
で

す
。
今
後
、
大
規
模
な
噴
火
が
起

こ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ

ま
す
。
新
燃
岳
が
爆
発
を
繰
り
返

し
て
西
側
の
火
口
縁
よ
り
溶
岩
が

流
れ
川
を
せ
き
止
め
る
と
天
然
ダ

ム
と
な
り
、
そ
れ
が
決
壊
す
る
と

土
石
流
と
な
っ
て
霧
島
神
宮
下
ま

で
達
す
る
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
。

今
、
堆
積
し
て
い
る
火
山
灰
も
雨

が
降
る
と
土
石
流
と
な
り
ま
す
。

も
う
一
つ
は
大
規
模
な
爆
発
で

火
砕
流
が
発
生
し
、
霧
島
地
区
神

宮
台
ま
で
達
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

過
去
の
爆
発
の
教
訓
を
生
か
し

た
防
災
対
策
を
と
る
こ
と
が
必
要

で
、
新
燃
岳
の
状
況
は
刻
々
と
変

化
し
ま
す
。

（
取
材
は
２
月
２
日
現
在
）

鹿
児
島
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科

准
教
授

井
村
隆
介
氏
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火口から半径4㎞
立ち入り禁止区域
（2/2現在）

過去の大規模噴火から
想定した災害区域予測図

号外

火山の噴火などで発生する空気の振動の
うち、人間の耳では直接聞くことが難し
いものをいいます。衝撃波が建物にぶつ
かり、窓ガラスなどが破損します。

空　振

噴火によって火砕物が巻き上げられ、地
上に落下したものをいいます。風に乗って
広範囲に拡散し、農作物の被害や車の
運転など生活に大きな影響を与えます。

降　灰

高温の溶岩片、火山灰、火山ガスなどが
混ざりあって、熱風を伴いながら高速に
流下する現象をいいます。破壊的な被害
を与える大変危険な現象です。

火砕流・熱風

火口湖で噴火が起きると火口湖が決壊し、
大量の水が火山灰などを巻き込みながら
高速で流れ下ることがあり、破壊力も大
きく広範囲に被害が及ぶことがあります。

火山泥流

マグマが火口から流出し、斜面を流下す
る現象です。溶岩流の速度は遅いため、
落ち着いて避難できます。

溶岩流

噴火によって岩石が上空に飛び出し、落
下したものをいいます。火口に近いほど
量が多く、サイズも大きくなります。熱くて
火事になることもあります。

噴　石

記号の意味

※�現在の噴火状況を表したものではありません。

2/1の空震による被害の写真
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189年ぶりに大噴火



気象庁発表の新燃岳
噴火警戒レベル

号外霧島山の新燃岳、
189年ぶりに大噴火

影響と対策噴火災害から
身を守る

空振への対応
今後の火山活動でも空振が起こる可能性があります。２
月１日の空振の被害では、窓ガラスが割れるだけではな
く、ドアが吹き飛んだり、くの字に折れ曲がったりという
被害もありました。10㌔以上離れた場所でも被害が出て
おり、空振の大きさによっては広範囲で被害が発生します。

◦�必要がないときは、できるだけ窓から離れる。
◦�ガラスの飛散防止のために雨戸やカーテン
を閉める。
◦�ガラス飛散防止フィルムや布テープなどを
窓ガラスに貼る。
◦�爆発音がするとつい見たくなりますが、窓
側には近づかないようにする。

※�２月１日の空振の被害報告書では、新燃岳方向を向い
ている窓は無事で、反対側の窓が割れているところが
ありました。新燃岳を向いていなくても対策が必要です。

自主避難先（2月3日現在）

【霧島地区】
◦霧島総合支所�☎（57）1111
◦霧島保健福祉センター
　（避難者が多くなり次第開放します）

【牧園地区】
◦牧園農村活性化センター（牧園小学校に隣接）
◦牧園総合支所�☎（76）1111、
　牧園保健センター
◦牧園アリーナ
　（旅館・ホテルなど、宿泊者および関係者）
※�避難される方は、事前に必ず各総合支所にご連絡ください。

火山灰への対策
今後、風向きが変わり霧島市方面に多くの火山灰が
降る可能性があり、さまざまな影響が出る可能性があり
ます。次のような対策が必要です。

●健康への影響
呼吸器系や目、皮膚への影響が考えられます。
◦�可能な限りドアと窓を閉める。
◦�外出するときはマスクをつける（マスクの
中に湿らせた布を当てると効果的）
◦�こまめに手洗い・うがいをし、目も洗う。
◦�コンタクトレンズを付けている方は、降灰
時にはコンタクトレンズを外す。
◦�火山灰が降っているときや巻き上がってい
るときは外での運動や作業を控える。

※�目の刺激やせきなどの症状が続く場合は早めに医療
機関を受診してください。
※�市では健康増進課と霧島・牧園両総合支所の市民福
祉課３か所に健康相談窓口を設置しています。

●車の運転
降灰の影響で事故が発生しやすくなります。
◦�降灰が多い時には、視界が悪くなるので、
できるだけ運転をしない。また、できるだ
け安全な場所に車を止める。
◦�濡れた灰は滑りやすく、スリップの原因に
なるので注意。

●生活への影響
私たちの生活にもさまざまな影響があります。
◦�どうしても外出が必要な時はヘルメットを
着用。
◦�火山灰の除去作業で屋根に上る場合は、濡
れた灰は滑りやすいので注意。
◦�火山灰は水を含むと乾いた状態の倍近い重
さになるので、屋根が崩壊することもあり
ます。
◦�路上の灰は絶対に排水溝に流しこまない。

※2月3日現在はレベル3です。

資料：

2月1日の空震で折れ曲がったサッシとドア
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